
 
 

 

 

 

 

 

2025 年４月 28日 

各  位 

株式会社クシム 

仮代表取締役 大月 雅博 

（証券コード：2345 東証スタンダード市場） 

(お問い合わせ先）仮代表取締役 大月 雅博 

電話０３－６４２７－７３８０（代表） 

 

過年度の有価証券報告書等の訂正報告書の提出および 

過年度の決算短信等の訂正に関するお知らせ 

 

当社は、本日、下記のとおり過年度の有価証券報告書等の訂正報告書を関東財務局へ提出するととも

に、過年度の決算短信の訂正を行いますので、下記のとおりお知らせします。 

なお、当職は、仮代表取締役、すなわち、取締役が欠けた場合又は会社法若しくは定款で定めた取締

役の員数が欠けた場合、裁判所が必要があると認めるときに、取締役の職務を一時行うべき者として、

2025 年 4 月 1 日、東京地方裁判所から選任された者です（会社法 346 条２項）。当社の状況に即して

申し上げるなら、2025 年 4 月 1 日に、元々務めていた取締役（「旧経営者」といいます。）から引き

継いでから、次の取締役が選任され、就任するまで（現時点では、2025 年 4 月 30 日開催の株主総会で、

次の取締役の選任が予定されております。）の極めて短期間のみ、保全的な意味合いで取締役としての

職務を暫定的に務めるにすぎない者です。したがいまして、当社の状況については、旧経営者から報告

を受けた内容以上のことを承知しておらず、しかもその真偽について検証することはできておりませ

ん。よって、下記報告についても、旧経営者から報告を受けた内容のまま報告するものです。 

 

記 

１．過年度決算訂正の理由および内容   

当社は、2025 年１月 31 日付「2024 年 10 月期有価証券報告書の提出期限延長に係る承認申請書提

出のお知らせ」および 2025 年３月 31 日付「2024 年 10 月期有価証券報告書の提出期限延長（再延

長）に係る承認申請書提出のお知らせ」にてお知らせしましたとおり、当社取締役の田原弘貴氏（以

下、「田原氏」という。）に対する情報漏洩、不適切行為への関与の有無等について、社内調査委員

会により認定された事実(インサイダー情報の漏洩等)に関する継続対応、当社及び当社子会社にか

かる暗号資産の実在性及び評価、並びに経費支出の適切性についての会計監査人による追加的な監

査手続に時間を要することとなったため、関東財務局に対し、2024 年 10 月期有価証券報告書の提出

期限の延長申請を行い、そのご承認をいただいておりました。 

また、2025 年３月 28 日付「保有暗号資産等にかかる評価額の過年度訂正に関するお知らせ」およ

び 2025 年４月４日付「（開示事項の経過）社内調査委員会の調査報告書受領に関するお知らせ」に

 



 
 

 

てお知らせしましたとおり、当社グループが保有する暗号資産等の一部におきまして、当社内にて調

査及び検討を重ねた結果、2024 年 10 月期第２四半期における会計処理の一部に対して、過年度での

処理とする訂正が必要であることが判明しました。そのため、当該訂正にかかる対象の特定をもって、

影響する過年度分の訂正報告書を提出するにあたり、当社の会計監査人による追加的監査手続きが

必要となり、相応の期間を要することとなったことから、当該有価証券報告書の提出期限延長（再延

長）の申請を行い、そのご承認をいただいておりました。加えて、外部機関による調査の過程におい

て、当社グループが保有する投資有価証券評価損の計上時期についても、過年度での処理とする訂正

が必要であることが判明しました。これらを踏まえ、過年度の有価証券報告書等を訂正するものです。 

２．本日付で公表した訂正報告書および決算短信 

有価証券報告書の訂正報告書 

第 27期（2021/11/01－2022/10/31) 

第 28 期（2022/11/01－2023/10/31) 

 

四半期報告書の訂正報告 

第 27期 第 3四半期（2022/05/01－2022/07/31) 

第 28 期 第 1四半期（2022/11/01－2023/01/31) 

第 28 期 第２四半期（2023/02/01－2023/04/30) 

第 28 期 第 3四半期（2023/05/01－2023/07/31) 

第 29 期 第１四半期（2023/11/01－2024/01/31) 

第 29 期 第２四半期（2024/02/01－2024/04/30) 

 

決算短信 

 第 29 期 第３四半期決算短信 

 

３．訂正による過年度の連結業績への影響額  

過年度の連結業績への影響額は以下のとおりです。 

  （単位：百万円） 

会計年度 項目 訂正前 訂正後 影響額合計 比率 

第 27 期 

（2022 年 10 月期） 

第３四半期 

売上高 1,199 1,182 △17 △1.44% 

営業利益 89 72 △17 △19.23% 

経常利益 83 65 △17 △20.68% 

親会社株主に帰属する

当期純利益 

626 474 △17 △2.75% 

総資産 6,603 6,586 △17 △0.26% 

純資産 5,921 5,903 △17 △0.29% 

売上高 1,616 1,603 △13 △0.84% 

営業利益 199 186 △13 △6.80% 



 
 

 

第 27期 

（2022 年 10 月期） 

通期 

経常利益 193 179 △13 △7.01% 

親会社株主に帰属する

当期純利益 

753 605 △13 △1.80% 

総資産 6,444 6,430 △13 △0.21% 

純資産 5,848 5,834 △13 △0.23% 

第 28 期 

（2023 年 10 月期） 

第１四半期 

売上高 175 180 5 3.01% 

営業利益 △126 △120 5 △4.17% 

経常利益 △124 △118 5 △4.24% 

親会社株主に帰属する

当期純利益 

△148 △167 △18 12.50% 

総資産 6,051 6,019 △32 △0.53% 

純資産 5,559 5,527 △32 △0.58% 

第 28 期 

（2023 年 10 月期） 

第２四半期 

売上高 235 246 11 4.72% 

営業利益 △395 △384 11 △2.81% 

経常利益 △388 △377 11 △2.87% 

親会社株主に帰属する

当期純利益 

△24 △36 △12 52.49% 

総資産 6,080 6,054 △26 △0.43% 

純資産 5,632 5,606 △26 △0.47% 

第 28 期 

（2023 年 10 月期） 

第３四半期 

売上高 480 491 11 2.40% 

営業利益 △465 △453 11 △2.48% 

経常利益 △500 △488 11 △2.30% 

親会社株主に帰属する

当期純利益 

△147 △159 △12 8.37% 

総資産 5,920 5,894 △25 △0.44% 

純資産 5,513 5,487 △25 △0.47% 

第 28 期 

（2023 年 10 月期） 

通期 

売上高 394 40 △353 △89.74% 

営業利益 △911 △1,265 △353 38.77% 

経常利益 △928 △1,401 △473 50.96% 

親会社株主に帰属する

当期純利益 

△1,658 △2,742 △1,083 65.34% 

総資産 61,661 60,563 △1,097 △1.78% 

純資産 4,030 2,932 △1,097 △27.23% 

第 29 期 

（2024 年 10 月期） 

第１四半期 

売上高 41 124 83 202.78% 

営業利益 △595 △511 83 △14.05% 

経常利益 △654 △515 138 △21.23% 



 
 

 

親会社株主に帰属する

当期純利益 

△650 △511 138 △21.35% 

総資産 76,884 75,926 △958 △1.25% 

純資産 3,825 2,866 △958 △25.06% 

第 29 期 

（2024 年 10 月期） 

第２四半期 

売上高 711 711 0 0.10% 

営業利益 △1,639 △685 953 △58.19% 

経常利益 △1,768 △695 1,073 △60.70% 

親会社株主に帰属する

当期純利益 

△1,760 △662 1,097 △62.36% 

総資産 116,468 116,468 - 0.00% 

純資産 2,988 2,988 - 0.00% 

 

株主・投資家の皆様をはじめ、取引先および関係社の皆様には、多大なるご迷惑とご心配をおかけし

ますことを、深くお詫び申し上げます。 

以 上 


